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度勾配にぎからって行われる。以上の事実は血小板へのセロトニンのとり入れが active transport による
ものである条件をほぼ満足し，セロトニンの親和性を有する物質との結合をもって説明することはできな
~ '0 
3) セロトニンの releaser として知られているレゼルピンは， in viov の条件に相当する濃度 (5X10
-7M) で， A.T.P によって促進されたセロトニンの active transport をほとんど完全に阻害する。しか
し|没収を阻害する他の阻害剤には血小板内のセロトニンを遊出せしめる能力はな~ '0 またレゼルピンによ
る遊出も 4 0C ではみられない。 これらの事実からレゼ lレピンによる細胞内セロトニンの遊出は active
tnnsport の一方的遮断による passive diffusion によっては説明できない。 また構造類似物質によるセ





2) 血小板によるセロトニンのとり入れは，エネルギ、代謝と共車!日した active transport である乙とを証
明した。乙の際直接のエネルギー供与体は A.T.P であると考えられる。
3) 血小板よりのセロトニンの releaser として知られるレゼノレピンは active transport を強く阻害す
ることを知った。しかし active transport を強く阻害する呼吸酵素系の阻害剤や酸化的燐酸化の脱共躯物
質には release 作用がないから release の機作を active transpart の一方的阻75に求めることはできない.






























e) 吸収は 40C では起らない。
f) 以上の吸収は約10倍の濃度勾配に逆らって行われる。
3) 細胞内のセロトニンの releaser であるレセルピンは 5 x10-7Mの濃度で，ブドウ糟， ATP によっ




の active t甘ranspor此t の機作が初めて明らかになり，さらに著者らによって引続き行われたカテコーノレアミ
ンの active transport の解明の手掛りをつくった。
そして従来，神経系における神経刺戟伝達物質の作用を説明するためにつくられた結合型の概念に，新
らしい考え方を導入し，新fこな研究万法を確立することに貢献するものと期待される。
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